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第２回定例会日程(予定)
とき 会議名 内容

６月２日（火） 本会議 開会・提案説明・議案審議
６月８日（月）

常任委員会

総務（付託議案など）
総務常任委員会後 予算決算（補正予算：総務分科会）
６月９日（火） 文教社会（付託議案など）
文教社会常任委員会後 予算決算（補正予算：文教社会分科会）
６月10日（水） 経済建設（付託議案など）
経済建設常任委員会後 予算決算（補正予算：経済建設分科会）
６月12日（金）

本会議６月15日（月） 一般質問

６月16日（火） 常任委員会 予算決算（会長報告、委員会採決など）
６月18日（木） 本会議 委員長報告・採決・閉会

●�６月２日と６月18日は午前９時30分に、
その他は午前９時に開議予定です。（会議
の日程・時間などは変更になることがあり
ます。）

●�傍聴する方に議案書を貸し出しています。
（先着５名）
●�手話通訳・託児をご希望の方は、傍聴の１
週間前までに議会事務局へご連絡ください。
（ご希望に添えない場合もありますので、
ご了承ください。）

●傍聴に来られない方は
本会議・委員会の様子はインターネットで
配信しています。市議会ホームページから
「本会議中継」または「委員会中継」をク
リックしてご覧ください。

問　議会事務局　TEL：046（235）4931
　　　　　　　　FAX：046（234）4646

問

市
で
は
、
市
内
企
業
の
持
続
的
な
発
展
を
目
的
と
し
て
、
補
助

制
度
や
融
資
制
度
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
実
施
し
て
い
る
と
承

知
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
支
援
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
（
経
済
環
境
部
次
長
）…
商
工
会
議
所
や
金
融
機
関
な
ど
と
の
意

見
交
換
や
企
業
訪
問
な
ど
で
得
た
情
報
か
ら
、
真
に
企
業
が
必
要
と

す
る
内
容
の
各
種
支
援
制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
支
援

制
度
は
中
小
企
業
振
興
支
援
事
業
補
助
を
は
じ
め
、
信
用
保
証
料
補

助
、
利
子
補
給
金
制
度
、
創
業
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問

新
し
く
創
業
す
る
方
向
け
の
支
援
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
（
経
済
環
境
部
次
長
）…
国
の
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く
創

業
支
援
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
商
工
会
議
所
や
金
融
機
関
な
ど
と

連
携
を
図
り
、
市
内
で
創
業
を
希
望
す
る
方
に
対
し
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
新
し
い
ま
ち
海
老
名
で
創
業
を
希
望
す
る
方
々
か
ら
の
相

談
件
数
も
増
え
て
い
て
、
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
か
ら
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
、
積
極
的
な
支
援
体
制
を
構
築
し

て
い
ま
す
。

問

住
宅
改
修
支
援
事
業
補
助
金
の
概
要
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
（
理
事
兼
ま
ち
づ
く
り
部
長
）…
市
民
の
居
住
環
境
の
向
上
を
図

り
、
定
住
を
促
進
す
る
と
と
も
に
空
き
家
の
発
生
抑
制
お
よ
び
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
対
象
住
宅
は

個
人
が
所
有
し
居
住
す
る
市
内
の
戸
建
て
住
宅
お
よ
び
共
同
住
宅
の

専
有
部
分
な
ど
で
す
。
対
象
工
事
は
、
本
市
に
施
工
業
者
と
し
て
届

中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
への
支
援
策
、

住
宅
改
修
補
助
金
につい
て

無
会
派

伊
左
次

雄
介

問

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
支
援
実
績
と
主
な
相
談
元
、

さ
ら
に
こ
の
支
援
チ
ー
ム
の
委
託
先
を
伺
い
ま
す
。

答
（
保
健
福
祉
部
次
長
）…
直
近
３
年
間
の
相
談
件
数
は
28
件
で
、

訪
問
件
数
は
�2
件
で
す
。
ま
た
、
主
な
相
談
元
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
一
番
多
く
、
次
に
家
族
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
っ
て

い
ま
す
。
委
託
先
は
え
び
な
脳
神
経
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。

問

昨
年
の
オ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
で
は
、
民
間
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

も
重
な
り
、
非
常
に
活
気
あ
る
光
景
が
広
が
り
ま
し
た
。
行
政
が
整

え
た
場
に
、
市
民
や
民
間
の
思
い
が
自
然
な
形
で
合
流
し
た
と
き
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
き
な
力
が
生
ま
れ
る
の
か
と
そ
の
可
能
性
を
再

確
認
い
た
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
市
民
の
自
発
的
な
動
き
を
引
き
出

す
こ
と
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
施
策
の
重
要
な
成
果
に
な
る
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
（
保
健
福
祉
部
次
長
）…
認
知
症
施
策
に
お
い
て
は
、
行
政
が
主

導
す
る
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
く
た
め
に
は
、
単
に
事
業
の
成

功
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
が
自
分
事
と
し
て
関
わ
る
動
き
が
生
ま
れ

て
く
る
こ
と
が
真
に
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

意
欲
あ
る
民
間
の
力
を
、
既
存
の
枠
組
み
で
制
限
す
る
の
で
は

な
く
、
市
の
財
産
と
し
て
大
切
に
育
み
、
支
援
す
る
仕
組
み
を
次
期

計
画
の
中
に
盛
り
込
む
考
え
は
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

認
知
症
施
策
に
つ
い
て政

進
会

大
塚

真
樹

答
（
保
健
福
祉
部
次
長
）…
え
び
な
高
齢

者
プ
ラ
ン
21
【
第
1�
期
】
を
現
在
策
定
中

で
、
認
知
症
施
策
は
こ
れ
か
ら
具
体
的
な

内
容
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
施

策
の
充
実
を
図
る
た
め
、
そ
の
手
法
も
含

め
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
自
主
防
災
組
織
と
自
治
会
と
の
連
携
に
つ

い
て

け
出
を
し
て
い
る
方
ま
た
は
商
工
会
議

所
の
会
員
が
施
工
す
る
も
の
で
す
。
補

助
額
は
２
世
代
以
下
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
に
は
上
限
2�
万
円
、
３
世
代
以
上
で

構
成
さ
れ
る
世
帯
に
は
上
限
��
万
と
な

り
ま
す
。
平
成
2�
年
以
降
、
事
業
内
容

を
見
直
し
な
が
ら
継
続
的
に
実
施
し
て

お
り
、
令
和
８
年
度
も
事
業
内
容
の
一

部
を
見
直
し
て
実
施
し
ま
す
。
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